
日本医史学雑誌第51巻第2号(2005) 326

○
三
年
と
○
四
年
に
計
六
○
日
ほ
ど
ソ
ウ
ル
に
て
古
医
籍
を

調
査
し
た
。
訪
書
し
た
の
は
韓
国
で
古
典
籍
蔵
書
が
最
大
の
奎

章
閣
と
国
立
中
央
図
書
館
で
あ
る
。
両
機
関
に
次
い
で
古
医
籍

蔵
書
が
多
い
の
は
製
薬
会
社
の
韓
独
医
薬
史
料
室
だ
が
、
現
在

は
書
籍
担
当
者
が
い
な
い
た
め
調
査
を
あ
き
ら
め
た
。

奎
章
閣
は
李
氏
朝
鮮
時
代
の
宮
廷
蔵
書
を
保
管
・
公
開
・
研

究
す
る
機
関
で
、
ソ
ウ
ル
大
学
に
附
設
さ
れ
る
。
前
身
は
ソ
ウ

ル
の
景
福
宮
に
正
祖
が
一
七
七
六
年
に
建
て
た
李
朝
蔵
耆
閣
で
、

公
文
書
保
管
所
・
図
書
館
・
学
問
所
と
し
て
の
機
関
だ
っ
た
。

一
九
一
○
年
か
ら
の
日
本
統
治
で
朝
鮮
総
督
府
の
所
管
、
一
九

二
四
年
の
京
城
帝
国
大
学
建
校
で
附
属
奎
章
閣
と
な
り
、
一
九

四
五
年
に
ソ
ウ
ル
大
学
附
属
と
さ
れ
た
。

蔵
書
目
録
は
『
奎
章
閣
図
書
韓
国
本
総
合
目
録
」
と
「
同
中

国
本
総
合
目
録
」
が
あ
る
。
両
目
録
の
医
家
類
著
録
書
を
調
査

74

韓
国
現
存
古
医
籍
の
特
徴

真
柳
誠

茨
城
大
学
人
文
学
部

し
た
が
、
古
典
籍
に
該
当
し
な
い
書
は
割
愛
し
た
。
ま
た
医
家

類
以
外
に
分
類
さ
れ
て
い
て
も
、
明
ら
か
な
医
薬
書
や
医
薬
関

連
記
述
の
多
い
書
も
調
査
対
象
と
し
、
全
て
を
完
了
し
た
。
そ

れ
ら
は
『
韓
国
本
目
録
」
で
一
三
八
点
、
「
中
国
本
目
録
」
で
九

二
点
に
及
ん
だ
が
、
一
部
の
中
国
書
は
両
目
録
に
重
複
し
て
著

録
さ
れ
る
。
な
お
奎
章
閣
は
そ
の
来
歴
ゆ
え
日
本
書
が
明
治
～

昭
和
時
代
を
含
め
て
一
三
○
点
と
少
な
く
、
う
ち
医
薬
書
は

『
医
心
方
」
巻
二
二
の
昭
和
複
製
本
一
点
の
み
だ
っ
た
。

注
目
さ
れ
た
の
は
奎
中
一
七
四
二
の
（
明
）
王
鳴
鶴
「
車
中

医
薬
」
〔
光
海
君
時
〕
訓
錬
都
監
活
字
本
一
冊
一
八
葉
で
、
三
木

栄
「
朝
鮮
医
書
誌
」
に
未
著
録
か
つ
中
国
で
散
供
し
た
書
。
道

家
類
に
分
類
さ
れ
る
量
目
韻
‐
ｇ
患
い
と
』
の
著
者
未
詳
『
素
問

句
読
俗
解
」
〔
一
九
二
〕
木
活
字
本
一
冊
（
零
本
）
は
『
三
木

誌
」
『
韓
医
薬
書
孜
」
に
未
著
録
、
さ
ら
に
現
存
唯
一
の
朝
鮮
作

中
国
医
学
古
典
注
釈
書
だ
っ
た
。

韓
国
国
立
中
央
図
書
館
の
前
身
は
一
九
二
三
年
設
立
の
朝
鮮

総
督
府
図
書
館
。
当
時
は
神
田
で
も
購
耆
し
た
た
め
、
和
刻
本

や
日
本
古
典
籍
の
蔵
書
が
多
い
。
一
九
四
五
年
以
降
は
日
本
統

治
時
代
の
他
機
関
蔵
書
も
移
管
さ
れ
、
現
在
も
古
典
籍
を
積
極
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的
に
購
入
し
て
い
る
。
目
録
で
は
『
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
東

洋
古
書
目
録
』
四
・
五
・
六
お
よ
び
「
同
外
国
古
書
目
録
（
中

国
・
日
本
篇
）
Ⅲ
』
に
古
医
籍
が
著
録
さ
れ
る
が
、
最
近
の
収

蔵
書
は
載
ら
な
い
。

一
方
、
全
蔵
書
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
完
成
し
て
い
て
個
々
に

検
索
で
き
る
が
、
分
類
で
は
検
索
で
き
な
い
た
め
蔵
書
数
が
分

か
ら
な
い
。
調
査
時
に
古
医
籍
を
三
六
八
点
ま
で
検
索
し
、
一

○
五
点
を
閲
覧
し
た
の
で
、
韓
日
中
の
古
医
籍
蔵
書
は
五
○
○

点
を
超
え
る
だ
ろ
う
。
注
目
さ
れ
た
書
は
古
貴
七
六
五
一
’
五

の
李
希
憲
監
校
『
黄
帝
内
経
素
問
」
光
海
君
七
年
二
六
一
五
）

木
活
字
本
九
冊
で
、
『
三
木
誌
」
に
未
著
録
か
つ
現
存
唯
一
の
朝

鮮
版
中
国
医
学
古
典
で
あ
る
。

こ
れ
ら
調
査
結
果
と
他
機
関
の
蔵
書
目
録
よ
り
、
李
朝
末
期

ま
で
に
著
さ
れ
た
韓
国
医
籍
は
『
三
木
誌
」
「
韓
医
薬
耆
孜
」
に

未
著
録
耆
も
含
め
、
三
○
○
種
ほ
ど
が
現
存
す
る
と
推
知
さ
れ

た
。
医
書
出
版
は
李
朝
初
期
に
多
い
が
、
韓
国
医
籍
の
数
が
日

本
書
や
中
国
書
の
各
一
万
種
ほ
ど
よ
り
は
る
か
に
少
な
い
の
は
、

李
朝
時
代
に
商
業
出
版
が
殆
ど
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
ろ
う
。
そ

れ
ら
の
大
多
数
は
臨
床
医
学
書
で
、
基
礎
医
学
の
内
経
系
医
書

で
は
『
素
問
』
注
釈
書
が
一
点
だ
け
現
存
し
、
仲
景
医
書
・
中

国
本
草
な
ど
古
典
研
究
書
は
一
点
も
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

一
方
、
韓
国
に
現
存
す
る
中
国
医
書
は
漢
代
以
降
の
全
時
代

に
及
ぶ
が
、
大
部
分
は
明
清
代
の
書
で
あ
る
。
中
国
刊
本
は
ほ

と
ん
ど
が
清
版
・
民
国
版
で
、
そ
れ
以
前
の
版
本
は
き
わ
め
て

少
な
い
。
朝
鮮
版
中
国
医
書
も
多
く
は
な
く
、
大
部
分
は
明
医

書
の
復
刻
で
、
古
典
は
『
素
問
」
の
復
刻
が
一
点
あ
る
の
み
。

そ
れ
以
外
の
内
経
系
医
書
や
仲
景
医
書
・
本
草
書
な
ど
復
刻
書

は
一
点
も
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
出
版
回
数
の
多
か
っ
た
朝
鮮

版
中
国
医
書
は
明
代
の
医
学
全
耆
で
、
同
様
の
流
行
は
日
本
や

ベ
ト
ナ
ム
に
も
あ
っ
て
興
味
深
い
。
他
方
、
法
医
学
書
『
洗
冤

録
」
の
研
究
書
が
多
く
復
刻
さ
れ
て
お
り
、
中
国
・
日
本
・
ベ

ト
ナ
ム
に
な
い
傾
向
と
い
え
る
。

本
報
告
は
平
成
十
六
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
特
定
領

域
研
究
（
二
）
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
医
薬
書
の
流
通
と
相
互
影

響
」
に
よ
る
。


